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はじめに 
近年、日中間の経済関係は新たな局面を迎えています。中国の経済成長は鈍化しつつあるもの

の、巨大な市場と豊富な人材は依然として魅力的であり、日本企業にとって中国市場への進出

は重要な戦略となっています。一方、日本は高い技術力とイノベーション力を有しており、中

国企業にとって魅力的なパートナーとなっています。 

このような状況下で、日中間のスタートアップおよびイノベーション支援を専門とするアクセ

ラレーター「ジャンシン（匠新、Takumi Innovators）」が注目を集めています。2015 年に上

海で設立されたジャンシンは、日中のスタートアップ企業の成長を支援することで、両国の経

済発展に貢献することを目指しています。 

本稿では、ジャンシンの現状と今後の展望について、公表情報や関連資料に基づいて分析して

いきます。 

ジャンシン（匠新）の概要 
ジャンシンは、2015 年に上海で設立された、日中間のスタートアップおよびイノベーション支

援を専門とするアクセラレーターです。日中のスタートアップエコシステムの橋渡し役とし

て、両国のスタートアップ企業の成長と連携を促進することを目的としています。 1 

具体的な活動内容としては、以下のものが挙げられます。 

● アクセラレーションプログラム: シード段階からアーリーステージのスタートアップ企業に

対し、メンタリング、資金調達支援、事業開発支援、ネットワーキング機会の提供など、多

面的な支援を提供しています。 
● 日中間のビジネスマッチング: 日本のスタートアップ企業の中国市場進出、中国のスタート

アップ企業の日本市場進出を支援するためのマッチングイベントや交流会などを開催してい

ます。 
● 投資活動: 有望なスタートアップ企業への投資を行っています。 
● コミュニティ形成: 日中間のスタートアップ関係者によるコミュニティを形成し、情報交換

や交流を促進しています。 



ジャンシンが支援したスタートアップ企業の事例 
残念ながら、公開情報からジャンシンが支援したスタートアップ企業の具体的な事例を特定す

ることはできませんでした。 1 しかし、アクセラレーターの役割として、資金調達、メンタリ

ング、事業開発、ネットワーキングなどのサポートを提供することで、スタートアップ企業の

成長を加速させることが一般的です。 

例えば、ジャンシンは、中国市場に進出を目指す日本のスタートアップ企業に対し、現地の法

律や規制、商習慣に関するアドバイス、中国企業とのパートナーシップ構築の支援、中国市場

向けのマーケティング戦略策定のサポートなどを行うと考えられます。一方、日本市場に進出

を目指す中国のスタートアップ企業に対し、日本のビジネス文化や消費者ニーズに関する情報

提供、日本企業とのビジネスマッチング、日本語でのピッチ資料作成のサポートなどを行うと

考えられます。 

日中間のスタートアップを取り巻く現状と課題 
日中間のスタートアップエコシステムは、それぞれ異なる特徴を持っています。 

● 日本: 高い技術力とイノベーション力を持つ一方、国内市場の縮小、リスク回避志向、資金

調達の難しさなどが課題となっています。 
● 中国: 巨大な市場と豊富な人材、積極的な投資環境を持つ一方、知的財産権保護、法制度の

不透明さ、競争の激しさなどが課題となっています。 

このような状況下で、日中間のスタートアップ企業は、それぞれの課題を克服し、互いの強み

を活かすことで、さらなる成長を遂げることが期待されます。例えば、日本のスタートアップ

企業は、中国の巨大な市場と豊富な人材を活用することで、事業を急速に拡大することができ

ます。一方、中国のスタートアップ企業は、日本の高い技術力とブランド力を活用すること

で、製品やサービスの競争力を高めることができます。 

アクセラレーター業界全体の動向と課題 
近年、世界的にアクセラレーターの数は増加しており、スタートアップエコシステムにおいて

重要な役割を担っています。特に、日中間のスタートアップ支援に特化したアクセラレーター

は、両国の経済連携を促進する上で重要な存在となっています。 

しかし、アクセラレーター業界全体が抱える課題も存在します。 

● 競争の激化: アクセラレーター間の競争が激化しており、差別化が難しい状況となっていま

す。 
● 支援の質の向上: スタートアップ企業のニーズが多様化しており、質の高い支援を提供する

ことが求められています。 
● 出口戦略の明確化: スタートアップ企業の成長を支援するだけでなく、IPO や M&A などの出

口戦略を支援することも重要となっています。 



特に、日中間のスタートアップ支援に特化したアクセラレーターは、両国のビジネス環境や文

化の違いを理解し、それぞれのニーズに対応したきめ細やかな支援を提供することが求められ

ます。 

ジャンシンの現状と今後の展望 
ジャンシンは、日中間のスタートアップエコシステムにおいて、独自のポジションを築きつつ

あります。しかし、今後のさらなる発展のためには、以下の課題に取り組む必要があると考え

られます。 

● 競争優位性の強化: 他のアクセラレーターとの差別化を図り、独自の強みを活かした支援体

制を構築する必要があります。例えば、日中両国に精通した人材を育成し、質の高いメンタ

リングやコンサルティングを提供することで、スタートアップ企業の成長を強力にサポート

することができます。 
● 支援領域の拡大: アクセラレーションプログラムだけでなく、投資活動や M&A 支援など、よ

り幅広いサービスを提供することで、スタートアップ企業の成長を総合的に支援する必要が

あります。 
● グローバルなネットワークの構築: 日中だけでなく、他の国々との連携を強化することで、

スタートアップ企業のグローバル展開を支援する必要があります。例えば、東南アジアや欧

米のアクセラレーターや投資家とのネットワークを構築することで、スタートアップ企業に

新たなビジネスチャンスを提供することができます。 

結論 
ジャンシンは、日中間のスタートアップおよびイノベーション支援を専門とするアクセラレー

ターとして、両国の経済発展に貢献することを目指しています。日中間のスタートアップを取

り巻く環境は、それぞれに課題を抱えながらも、大きな可能性を秘めています。ジャンシン

は、日中両国のビジネス環境や文化に精通した専門家チームによる質の高い支援、多様なニー

ズに対応する柔軟なプログラム、そしてグローバルなネットワークを通じて、スタートアップ

企業の成長を力強く後押ししています。 

今後、ジャンシンは、更なる競争優位性を築き、支援領域を拡大することで、日中間のスター

トアップエコシステムにおけるリーディングカンパニーとしての地位を確固たるものにするこ

とが期待されます。そして、ジャンシンの活動を通じて、より多くの革新的なスタートアップ

が誕生し、日中両国の経済発展、そしてグローバルなイノベーションに貢献していくことを期

待しています。 
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